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6627人増

1217人増
約20％



先週より172.75万人増



新型コロナの新しい変異株２種
•BA５から変異を繰り返して現れた新種

•BQ.1.1 ケルベロスと命名

•非常に感染力が強いとされている

８月にイングランドで発見

国内では帰国者以外に17名
の感染者が報告されている



まだ詳しい特徴は不明
•BA2から変異を繰り返して現れた新種
•一人に同時に２種のウイルス感染しそ
こで変異したのではとも言われている

•XBB グリフォンと命名
•現在シンガポール等アジアで感染拡大している
•非常に感染力が強いとされている
•現在BA1 BA5に対応したワクチンが接種されている
•今回の変異種が有効かは不明

都内6名の感染判明



•BA.4.6はアメリカで11％を占めるまで広がる

•重症度は上がっていないが免疫度の低下は大きい

その他にも変異種が



１週間を振り返って
•10月21日 防衛相迎撃ミサイル充足率６割と発表

•10月22日 胡錦涛前国家主席党大会閉幕式退席



胡錦涛元国家主席が途中退出



胡錦涛前国家主席の途中退場問題
共産党人事の発表中、常務委員発表の寸前に胡錦涛前国家
主席が途中退場する

国内では報道されず
海外メディアのみ胡錦涛氏の体調不良を理由にした





１週間を振り返って
•10月21日 防衛相迎撃ミサイル充足率６割と発表

•10月22日 胡錦涛前国家主席党大会閉幕式退席

•10月23日 ﾛｼｱ軍の戦闘機が墜落

•10月24日 イギリス新首相にスナク氏が就任

•10月25日 急な冷え込みで男体山や妙高山初冠雪

• 旧ソ連圏の受刑者がｳｸﾗｲﾅ戦線へ



•ワグネルが
徴兵

•ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝで
500人規模

•恩赦や一時
金と引き換え

•ﾛｼｱ国内の
受刑者含め
て２万人以上
が戦場に

昨日受刑者動員がロシア下院
で採決され了承された



１週間を振り返って
•10月21日 防衛相迎撃ミサイル充足率６割と発表

•10月22日 胡錦涛前国家主席党大会閉幕式退席

•10月23日 ﾛｼｱ軍の戦闘機が墜落

•10月24日 イギリス新首相にスナク氏が就任

•10月25日 急な冷え込みで男体山や妙高山初冠雪

• 旧ソ連圏の受刑者がｳｸﾗｲﾅ戦線へ

•10月26日 ﾛｼｱ軍が核戦力部隊の演習を行う



ロシアの核戦力部隊の演習が行われる



「汚い爆弾」はフェイクだ



１週間を振り返って
•10月21日 防衛相迎撃ミサイル充足率６割と発表
•10月22日 胡錦涛前国家主席党大会閉幕式退席
•10月23日 ﾛｼｱ軍の戦闘機が墜落
•10月24日 イギリス新首相にスナク氏が就任
•10月25日 急な冷え込みで男体山や妙高山初冠雪
• 旧ソ連圏の受刑者がｳｸﾗｲﾅ戦線へ
•10月26日 ﾛｼｱ軍が核戦力部隊の演習を行う
• 北海道で鹿との接触避け自動車事故
•10月27日 ﾌｪﾙﾒｰﾙの真珠の首飾りの少女に絵具



環境活動家たちが名画等を汚す行為が続いてい
る。彼らは「私たちは気候変動による破局の中に
いる。一点ものの絵も地球も同じ大切なもの。な
ぜ地球を大事にしないのか？」と問いかけるため。

ロジャー・ハラム氏が創設。ガンジーの無抵抗主義
を信奉、今後活動が過激化することも考えられる。



ウクライナ情勢



ロシア国内の予備役招集で問題になっている少数民族





動員兵の装備は自前







•ﾛｼｱの報道
•部分動員令で
５人が戦死
•遺族に100万
ﾙｰﾌﾞﾙ支給
•ある作戦では
500人以上戦
死と伝えられ
る
•独立ﾒﾃﾞｨｱは
損失9万人超



•予備役招集逃れで
預金引き出し

•出国に対して必要
経費を確保のため

•不確実なことがあ
ると見られる現象

•普通は預金戻る

•ｴﾈﾙｷﾞｰ資源から
の利益はその倍



プーチン大統領 予備兵の訓練視察



クリミア大橋爆破を口実とした報復
•先週から連日のようにウクライナの都市に対しての
ミサイル・ドローン攻撃が続いている

•発電所や石油施設への攻撃が多い

•ウクライナ側も迎撃しているがすり抜けるものも多い

•ﾄﾞﾛｰﾝはｲﾗﾝ製 ﾛｼｱは保持するﾐｻｲﾙ2/3使用済

•ベラルーシにロシア軍が入ったという情報

•ベラルーシからキーウ攻撃を計画しているのか

•今後の展開がどのようになっていくのか

厳冬の暖房を直撃

厭戦気分生じさせる



ロシア イランドローン2400機購入



イラン製のドローン活躍
•1980年代から開発開始

•アメリカ軍のドローン撃墜で得た情報を転用

•１機あたり数10Kgの爆弾を装着

•１機あたり約300万円

•１回に数十機を発射

•ウクライナの発電所や石油タンクを目標

•ウクライナのエネルギー源を断つことを目的

•ウクライナはイランと国交断絶を検討

巡航ミサイル１発で1億5000万円

ｳｸﾗｲﾅ側は70％は撃墜してるというが



プーチン大統領戒厳令に署名
•プーチン大統領はウクライナ南部４州に戒厳令

•ロシア建国以来初めての戒厳令

•ロシア本土は対象外

•戒厳令によっての変化

•住民の財産や移動の制限 身体拘束 財産差押え

•ロシア国内の動員は22.2万人で終了

•４州からの動員をしようとしている可能性

•ｳｸﾗｲﾅは徴兵から逃げろ、徴兵されたら戦地で投降

軍が直接支配するため

国内反発対策

戦時体制への変更





親ロシア派 ヘルソン市民退避命令



ｳｸﾗｲﾅ侵攻どのように終わるのか
•この戦いは何時か終息する

•どのような形で終息するのか

•１ ロシアの当初の目的を達して終息する

•２ ウクライナが自国の領土を守った状況で終息する

•３ お互いに譲歩して終息する

•皆さんはどうなると思いますか？

•現在ロシアは何時でも話し合いをする予定はあると
言っている 形だけ？ 現状ではｳｸﾗｲﾅは受け入れない



それぞれの場合を考えましょう
•３ お互いに譲歩して終息する
•ロシアとウクライナの考え方に大きな相違がある
•ロシアは南東部４州の併合を強行
•クリミヤと共にロシア領を拡大する
•ウクライナを中立国としてNATO・EUには不参加
•ｳｸﾗｲﾅは2月24日以前又は2014年以前の領土回復
•戦後復興の費用をロシアに負担させる
•強制移動させられた国民の奪還
•この考えをどう摺り合わすことができるか 現状では無理

唯一の可能性は停戦



１ ロシアの当初の目的を達して終息
•ロシアはウクライナをベラルーシ同様に支配する

•この体制をアメリカやEUは受け入れないだろう

•ロシアを中心とした覇権主義国のグループが成立

•中国やシリア、イラン、北朝鮮など

•東西冷戦時代に逆戻りしてしまう

•二極が緊張した状態で時間が経過していく

世界の分断が進む



２ ｳｸﾗｲﾅが自国の領土を守った状況で終息
•自国至上主義が崩壊

•軍事制裁と経済制裁が成功したことになる

•ロシアの発言力は弱体化

•経済力の低下によるロシアの貧困化が進行

•ロシアの国際社会での信用が無くなるので今まで援
助されてきた国や地域が打撃を受ける

•プーチン後の政権を誰がどのように受け継ぐか？

•言論の自由と自由な選挙

中国やイラン、北朝鮮には打撃

国連が目指していたもの



どのような形で終息しても
•ロシアが世界の経済大国から敬遠され続ける

•ウクライナの荒廃した領土をどう復興させるのか

•衰えたロシア政権

•萎縮するロシア社会と経済

•この中でいつロシアが国際社会に復帰できるのか

•今後のロシア政権の動向によって差が生ずる

•アメリカ、EU、ウクライナがどう対応するのか

•国際連合の存在意義をしっかり示せるチャンス



プーチン氏は追い詰められている
•軍事物資不足

•これをカバーす
るために全機関
に広く深い連携
を命ずる

•軍に一致協力

•戦時体制濃厚



現在のロシア状況
•プーチン氏を牽制する強硬派

•予備役招集 ウクライナインフラ攻撃

•併合した４州への攻撃をロシアへの攻撃とアピール

•一般国民の生活を破壊すれば折れるはず

•総動員令に準ずる「一致協力」するよう命令を発した

•今年は暖冬

•来春には勝利できると確信している

冬を武器

ロシア軍の立て直しを狙う凍らないので泥濘地化



旧ソ連の国々がプーチン離れ
•CSTO ﾛｼｱ、ｱﾙﾒﾆｱ、ﾍﾞﾗﾙｰｼ、ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ、ｷﾙｷﾞｽ、ﾀ
ｼﾞｷｽﾀﾝが加盟する集団安全保障条約

•ﾍﾞﾗﾙｰｼ以外はﾌﾟｰﾁﾝと距離を取る

•先月起きた加盟国の衝突

•ｱﾙﾒﾆｱとｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ ﾅｺﾞﾙﾉｶﾗﾊﾞﾌ関連の軍事衝突

•キルギスとタジキスタン 軍事衝突

•ウクライナへの軍隊派遣要請を断る

•ロシアとしては他国に構う余裕がない

ﾛｼｱに介入要請 拒否



•欧米が政権
転覆を狙っ
ている

•内乱鎮圧を
想定した演
習を行う

•不安感が強
くなっている
証拠


